
　深山の森の中、流れというにはあまりにも頼りないほど
の細流にでさえ、彼らはひっそりと逞しく、生きている。その
姿は全てを知り尽くした仙人のようにも見える。北の大地
には彼らの仲間で現在でも大海原に降海するものもいる
ことを考えれば、果たして彼らが望むべくして幽閉された
世界に身を寄せることを選んだのかは定かではない。ただ
確かに彼らはそうして長いイワナの歴史を刻んできたは
ずだ…。
　さてさて、だからといって私たち素人軍団がよってたか
ってイワナのことを知ろうとしたって所詮無理な話です。イ
ワナは謎めいています。だから、いっそう魅力的です。長野
県を代表する魚ってなんでしょうねぇ。コイも確かに捨てが
たいですが、アルプスという響き、日本の屋根にはやっぱり
イワナが似合うようなそんな気がして…。それでNPO法人
信州いわなの学校です。
　イワナは魚のくせになかなか個性的です。なので、私た
ちもイワナに負けないように個性的に自由に楽しむことを
心がけて活動しています。時には川の中に顔を突っ込み、
サカナさんとにらめっこ（川キャンプ）。時には釣ったサカ
ナとお医者さんごっこ（胃内容物調査、生息密度調査、）。少
しだけ、サカナさんたちのお家をきれいにするお手伝い
（アルミ缶回収）や、さびしそうなサカナさんたちに友人紹
介(放流事業、発眼卵放流)なんかもしています。そのほか、
ゲンゴロウやメダカ、ホトケドジョウなど、県内でも数の少

なくなった生き物たちの土地家屋調査みたいなこともやっ
ています。
　あのイワナの愛くるしい眼をいつまでも見られるように
…。豊かな流れが身近にあって、もっともっと私たち人間が
昔のように川に近づいて…。
　そんな風景を夢見ながらゆっくりあわてず、楽しみなが
ら活動を続けています。

（事務局長　古川茂紀）
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津川雅彦・小菅正夫（角川書店、175ページ、1600円＋税、2009年１月発行）

　動物が本来もっている特徴的な能力を存分に見せる
「行動展示」で有名な北海道旭川市の旭山動物園。数年前
に訪れたとき、子どもたちがゴマフアザラシの円柱型水槽
の前からまったく離れようとせず、困り果てたことを思い出
す。本書は、園長小菅正夫と、その旭山動物園を撮影した
映画の監督でもある俳優津川雅彦との対談。
　津川は個人主義の蔓延が環境問題を考える上でネック
になっているとし、学校教育や現代社会を痛烈に批判する。
それに対し小菅は動物の視点から終始淡々と語っている。
小菅はサルやチンパンジーを間近で見てきた経験から確
信し、彼らを子育ての手本にしているとのこと。類人猿の子
育ての基本は子どもを抱っこすること。３歳までは徹底的
に抱っこして愛情を注ぐべきだと。ただ残念なことに、父親
はいくら母親と同じことをやっても効果がないらしい。とく
に子どもが小さい頃は母親の存在がすべてだそうだ。
　いろんな動物を好きになり、そんな動物たちがいる生態

系を尊重する。そうすれば環境は
守れる。なので、母親は絶対に子
どもの前で虫や動物を嫌がって
はいけない。子どもに先入観を
与えてしまうからで、チンパンジ
ーも同じように母親の行動から
学んでいるらしい。旭山動物園で
はイキイキとした動物を見せる
ことで人間が持っている動物観、偏見を少しでも修正し、子
どもを動物嫌いにさせない環境をづくりを目指す。
　２人の著者に共通する考えは、環境にとって大切なもの
は「思いやり」であり、「命の平等」であるということ。相手へ
の「思いやり」こそ平和と幸せのキーワードであり、地球に
すむすべての命に対して平等に対することで、最終的には
地球環境も守れると。動物園は地球を救う！　

（紹介者　畑中健一郎）

連絡先

　ニセアカシアは北米原産ですが、長野県に特に多
い外来樹木です。環境省は2005年に要注意外来生
物のリストを選定し、多くの緑化植物とともにニセア
カシアもそのリストに入りました。この頃からニセア
カシアの駆除の是否については様々な場面で議論
され始めています。ここではニセアカシアの駆除を
伴う公共事業の県内で代表的なものについていくつ
か紹介します。

牛伏川の林相転換事業
　明治の頃、牛伏川の砂防は下流の信濃川の治水
対策の中でも重要な課題であり、内務省土木局によ
り1889年から砂防工事が行われていました。山腹緑
化でニセアカシアを少量使用したところ、1970年代
にはほぼ全山がニセアカシア林になりましたが、そ
の後、倒伏、根返りや小規模の崩壊が目立つように
なりました。そこでニセアカシアの林をコナラなどの
在来樹種の林に二次緑化をすることになりました。
これが県の林相転換事業のはじまりです。第一期の
事業（1996～2004年度）では、斜面の上下方向で帯
状択伐を行いました。すなわち、15mの幅でニセアカ
シアの除伐を行い、既に在来の高木種が生育してい
る所はそのまま残して、高木種が定着していないと
ころには高木種の苗を補植したのです。この事業は
運悪く、ちょうど牛伏川でニホンジカの密度が増加
していく時期とも重なり、シカの食害により森林の
保育があまりうまくいきませんでした。第二期の事
業では第一期の結果をふまえ、大幅に施業方針が
変更されました。大きな変更点は、１）集材の困難な
場所では伐採ではなく巻き枯らしを行うことや、２）
シカの食害をあらかじめ想定し無理に樹木の植栽
は行わないことなどです。この事業で牛伏川にどん
な森林ができるのか、まだ未知数な部分も多いです
が、源流域に残存するニセアカシアを除去し、下流
への分布拡大のリスクを軽減するという点で、この
林相転換事業は重要な意味を持っています。

千曲川の公募伐採
　現在千曲川では、河川内陸地の実に25%をニセア
カシア林が占めており（H16 河川水辺の国勢調査よ
り）、河川事務所により伐採が進められています。な

お、今となっては実証不可能ですが、これらのニセア
カシアの分布拡大の起源の一つは、はるか上流の牛
伏川の砂防緑化かもしれないのです。河道内の樹木
が多すぎるため洪水時に流下能力不足になる。河川
の見回りの際に見通しが悪くなる。林分そのものが
不法投棄の温床になってしまう。根が侵入して堤防
の管理にも都合が悪い。根が浅く容易に流木化し橋
脚に引っ掛かかる。このように河川管理上の理由が
様々にあり伐採されています。河川事務所では伐採
のボランティアを一般市民から公募していますが、
年々、希望者は増えているそうです。薪ストーブの燃
料などで人気があるためです。なお、昭和40年代に
は、河川敷内は入会地として利用され地域住民によ
ってニセアカシアは定期的に伐採されていたという
情報もありますから、これは少し昔の状態に戻った
という見方もできます。ただし、昔と違い、切り株に
除草剤の塗布を行い、その場から完全に駆除する方
針も一部で採られています。

これからの課題
　ニセアカシアは河川の防災管理や外来種管理の
観点からは、やはり駆除ないし分布拡大を抑制しな
くてはならない樹木のようです。しかし、県内の養蜂
業では千曲川などの大規模河川に拡がるニセアカシ
ア林を主な採蜜場所に利用してきたという歴史性も
あります。河川敷の平地林は容易にアクセスでき、作
業がしやすいためです。河川でのニセアカシアの除
去が進めば、将来的には山間部のニセアカシア林に
採蜜場所を分散させたり、代替蜜源を確保する必要
性も出てくるかもしれません。ニセアカシアの管理を
考える上で、私は養蜂業との合意形成についてもな
んらかの研究支援を進めたいと考えています。

（まえかわ まさあき／自然環境部）
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